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神戸における名儀不詳地名の分析

吉 田 茂 樹

1。 序 論

昨今,巷 では地名の研究が盛 んであ り,そ れはそれ として,極 めて好 ましいこ
1)

とであ り,こ のよ うな中にあって,好 著 というべ き 「神戸 の町名 』が神戸新 聞社

よ り出版 された。 この ような郷土中心の広範囲な地名の解説書は極めてめず らし

く,か つ,貴 重 といわねばな らない。神戸の町名解説4zつ いては 『西摂大観 』に

福原潜次郎執筆の 「神戸市地名考 」があ り,そ の後,福 原会下山人 と名 乗って,
3)『神

戸 市内町名 由来記(上 中下3巻)」 を発表 されている。 これらは主 として神戸

の旧市内の地名解説 であるが,福 原会下山人は明治時代か らの郷土史家 として知

られ,神 戸に限 らず,西 摂一帯4L幅 広 く地名の由来を解かれている。部分的 に検

討の余地が あるけれ ども,早 くか らこれだけの解説には敬意 を表 したい。 その後,
___4)

条 里 制の研究で知 られる落合重信の1神 尸町名解説粗稿 」や,川 辺賢武の 「神戸

の町名物5)AJが 発 表 され,そ れ ぞれ自説をふまえての解説 であ り,大 いに参考 た

り得る。 これ らは論考 というより短 い解説をたてまえとされていて,論 考は別に
6)7)史 学雑誌

な どに発表 されてい るよ うである。落合は別tz「 神戸の歴史』 において

も,古 代か ら中世あた りにかけての地名の名儀に もかな りふれ られてい る。 こう

した先考をふまえて先の 『神戸 の町名』が成立 したよ うであ り,特 に神戸新 聞社

の橋川真一 ・有井基がその中心にな られ たよ うである。 この書 は前 出の先人 が神

戸 旧市内の町名 を中心 としているのに対 し,北 区 ・垂水区などの新市域 を含めて

の町名解説 であ り,フ ィ、一ル ドにおける調査の結果 を も発表 され,極 めて内容の

深 い ものである。 これ らによって,神 戸の町名の八割以上がその名儀 を明かに し

たよ うであ るが,な お不明な もの も多い。特 に歴史的に も成立 の古い著名な地名

の多 くが名儀不詳 となってお り,こ のよ うな場合,全 国的視野 で解 明せねば解抉

の糸 口がつかめそうもない。論者 も非力なが ら全国の古地名を蒐集 し,そ の分布

や立地か ら,名 儀や地名 の移動 を考究 してお り,こ れによって,残 され た神戸の

名儀不詳地名の一部で も明かになれば と思い,一 文 を提す る ものである。本論 と

して,幾 つかの地名の論説 をあげ,付 論 として研究不十分な ものの私見 をあげて

お きたい。
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z本 論

(D有 馬(ア リマ)を 中心とする 「有(ア リ)」 の基本的解釈

有馬 をアイヌ語で 「燃 える谷」の意 とする説 や,古 語 で山をアリといったか ら,

ア リマは 「アり(山)マ(土 地)」 とする説などがあるよ うであ る。後者 について
8)

は 申島利一郎の説を落合重信 までが興味 を示 されてお り,山 中襄太 も『地 名語源

辞ぜ並でこの説 を魅力的 に扱 ってお られ る。前説については,全 国のア リマの地

名分布か らして,ほ ぼ完全 に否定 され,論 者は今 だに近畿地方か らアイヌ語地名

を見 出すことが できない。 さて,後 説の山をアリとい うのは如何bZも 自然環境が合

致す るよ うであるが,論 者 は否定せ ざるを得ない。何故 な ら,「 岩波古語辞典』

をは じめ国語辞典には 「ア リ」を山の意 と明記 した ものはな く,吉 典に もそれ ら

しき語句はない。 山がア リではなかろうか と強 いてあげ るな らば,『 紀 歌録98』

の 「わが逃 げ登 りしツηヲのは りの木の枝」 とい う一節 であろ うが,こ れに関 し

て,『 岩波古語 辞典』はアリヲを 「在 り尾 」 として,「 目にっ く稜線。 また,岡 。」
io>

としてお り,「 広辞苑」は 「あ り丘 」として,「 荒 いけわ しい山。一説にはそこ
日)

にある山。」としている。 論者は後者の 「荒いけわしい山」の意により興味をも

つ ものである。さて,全 国か ら「アリマ(有 馬 ・有間)」なる地名を拾ってみると

次のようである。

① 宮城県栗原郡金成町有馬(河 川の上流の丘陵地の河谷)

② 群馬県渋川市有馬(『 和名抄』の有馬郷,利 根川の河岸で河谷〉

③ 埼玉県秩父市有問山(秩 父市南方にある山岳名)

④ 神奈川県川崎市有馬(台 地開折谷の最奥地)

⑤ 新潟県上越市有間川(河 川名で上流から河口までが狭小な谷川)

⑥ 愛知県東加茂郡旭町有間(こ れはアンマと呼ぶが同系とした。狭小な河谷)

⑦ 三重県飯南郡飯高町有馬野(狭 小な河谷)

⑧ 三重県熊野市有馬(海 岸立地であるが占くからあ り背後の山地 もr_iむ)

⑨ 大阪府(『 延喜式神名帳』に 「阿理莫社」あり,津 田川の河谷か)

⑩ 兵庫県神戸市北区有馬(温 泉地の山谷とも,下流のイ∫馬祉のある有野が,も

と有馬野 ともいったというが,い ずれにしても山地の河谷に立地)

⑪ 広島県山県郡千代田町有閲(山 地の河谷)

⑫ 高知県土佐郡土佐町有間(狭 小な深い山谷)

⑬ 長崎県南高釆郡南有馬町有馬川(海 岸の町名と内陸の河川名)
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この他,小 字な どに多少 あるか も知れないが,論 考 には十分であろ う。本来は

地形 図を示す べ きであろ うが,所 在地 をあげて立地状勢を示 したので研討 され た

い。 この中で,⑨ の位置は吉田東伍 の 「増補 大 日本地名辞書 ・上方(2巻)』 に
12)

「阿里麻川,有 真香(ア マカ)と し東葛城村 より貝塚へ流れ る」とあるので,阿 間

ケ滝町のあ る津田川 と解釈 した。 これに よって知 られるように,ほ とん どが山地

の河谷 に立地 する。 しか も,ど ちらか といえば僻地の山村 とい った地名である。

この ことか ら,温 泉に関係 づけたアイヌ語地名 な どは完全に否定 され るが,ア リ

を山 とす る説 には都合 よ くみえる。有馬の 「有」のみを山の意 とするのは容易 だ

が,他 の 「有沢 ・有山 ・有岡 ・有浦 ・有海 ・有堀 」な どは如何 に解釈す るかであ

る。 「有一」 という語頭型 の地名を,す べ て同儀 とす るわけにはで きないが,語

尾型がまれでほ とん ど語頭型の地名 となってい る点か ら,「 有 」の基本的解釈 は

形容詞 とみて さしつかえない。 日本の古語 でそのよ うな形容詞が存在 しなければ,

何 かの語の音 韻交替 と考 える必要がある。 そこで,こ れによく似 た地名をあげる

と,例 は少ないが 「荒間(ア ラマ)」 とい うのがあ る。

山梨県北巨摩郡長坂町小荒間

富山県小矢部市荒間

ともに奥地 の河谷に立地 し,「 アリマ」の立地 と同型である。論者は 「アリマ」

は 「アラマ」の転化 と考 えたい。 これであれば 「荒 々しい谷間。人気のない僻地

の谷間 」の意 とな り,有 馬のみな らず他の 「有一」の地名の大部分は この解釈 で

十分で あろ う。 「有 」が山の意 であれば,「 有 山 ・有海 」な どの解釈 に困 るが,

「荒 」であれ ば問題はない。 「アラ」が 「ア リ」に転化す る例 としては,「 荒磯
13)

(ア ラ イソ)」 を 「ア1)ソ 」 と呼ぶ ことで十分であろうが,蔵 申進の 『上代 日本語

音韻の 一研究」において も,「a‐oの 交替 だけに留 るものではな く,a-o-i

の 三 つの母音間 にわたる交替現象 として捉 えることが でき岩亀 とあ り,「ara‐>

ari」 は 当然 であろ う。 更 に付加すれば,徳 島県香美郡香北町 に 「有川(ア ラカ

ワ)・ 有瀬(ア ラセ)」 な る地名 があって,こ こでははっきり 「有 」を 「アラ」 と

呼んでいる。以上の ことか ら「有馬(ア リマ)」 は 「荒間(ア ラマ)」 であって,古

くは荒れはてた人気のない谷間であったか ら,こ の ような地名 となった ものであ

ろう。 なお,「 アラ」には 「荒」 と 「新」があ り,本 来同源 であって,「 荒 れた,

人気 のない」 とい う意 と,「 新 しい,開 拓 したばか りの」とい う意 がある。今一

ついえば,「 有明(ア リァケ)」 の 厂有」は別語であって,「 ア(有 ・在)リ 」 とい

う動詞形が中世以後地名化 した ものであ る。 「有一 」の多 くは 「アラ(荒 ・新)」

のいずれか と考 えて よさそうである。
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(2)須 磨(ス マ)名 儀論
15)

神戸 の 「須磨(ス マ)」 については,松 岡静雄の 「ス(栖)マ(間)。 居住地 の意」

説,『 日本地理志料』の 「摂 津国の西南のス ミ(隅)が スマとなった 」という説,

落 合重信は よくわからない としなが らも,「 スマのスに洲の意があり,マ は播磨 ・

有馬 ・飾磨 ・但馬な どにみ られ るように土地を さしたものか と思われ る」 とい う
16)

考 え方,こ れを うけついで 「神戸の町名』の編 者は,「 地形か らみて遠浅のつづ

く浜が あ り,洲 浜(ス ハマ)と いっていたのが,洲 間(ス マ)と なったとい うのが
17)

一 番 自然 であ るようだ」な ど説がわかれている。論者の地名研究 か らして結論 を

いえば,「 須磨(ス マ)は 隅(ス ミ)の 転化 」とい うことにな る。 「スマ(栖 間)」

説 は漁 師のよき住地 とい うだけで何の根拠 もなく,「 洲間(ス マ)」 説 も従い難 い。

須磨 とい う釶名が砂浜海岸か ら生 じた ものであれば,全 国の砂浜 ・砂地 に もっ と

「スマ」な る地名があってよさそうだが,ほ とん ど存在 しない。周知の ように砂

地 を代表 す る地名 に 「スカ(洲 処)」 とい うのが一般的 であ り,神 戸の須磨のみを

「スハ マ」 とす るには論拠が不充分 であろ う。 さて,全 国か ら「スマ(須 磨 ・須

万)⊥ な る地名 を拾 ってみると次の よ うな例が ある。

18)
① 兵庫県三田市須磨 田(『 有馬郡 誌 ・下』では本 庄村須磨田 とある)

② 兵庫県神戸市須磨(竹 内理三編 「荘園分布図上潔盞の 「須摩庄」)

③ 島根県 邑智郡石見町須磨谷

④ 山口県徳山市須万

⑤ 山口県玖珂郡錦町須万地

⑥ 福岡県行橋市須磨 園

⑦ 京都府舞鶴市須磨通

⑧ 宮城県志田郡松山町須磨屋

神戸 の須磨が海岸に立地す るほかは,い ずれ も奥まった平野 ・盆地の端 に立地

す る。 ただ,『 日本地理志料』のい うように,必 ず しも圏郡界の端にあるのでは

な く,平 地の行 きづまったス ミ(隅 ・角)に 立地す るよ うである。 ともか く,ス

ミが スマ となったことは確実 で,先 のararna→arimxと 同様 に,SUIIII→SUITI:T

の 母音交替であろう。 この論拠 として,岩 手県盛岡市加賀野 に 「角子」とい う地

名が効,「 ス ミ。」でな く 「スマ27°〕 と呼んでい るこ とか ら脚 られ,こ の集

落 も盛 岡市街 の山麓 の隅に立地す る。京都府久美浜町 に 「串角(イ ズスミ)」 とい
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う集 落があり,平 地の行 きづ まった山麓 にあ り,「 ス ミ(角)」 も「スマ(須 磨)」

も同 じ立地 である。従 って,神 戸の須磨は摂津 の西南の隅 とい うより,六 甲山南

斜面に形成 きれた扇状地式三角州の平地の隅であって,須 磨か ら西は断崖の行 き

づま りであったから 「スマ(隅 ・角)」 と呼ばれた ものであ ろう。

(3)生 田(イ クタ)の 「イク」名儀論

生田 とい うのは極 めて一般的 な地名であ りなが ら,こ れを明快に解釈 している

ものはない.偈 原会下山人は 「生田(イ クタ)と は丸い田の意 であ者1〕とし,地 形

的 な状勢 か らのべ られたよ うであるが,な ぜ,「 イク」が丸いとい う意 であ るか

は説明 きれ ていない。 他の郷土史家の多 くは,単 に生田神社があったか ら生田 と

い う地名が生 まれたかのよ うに示 されるのみである。 「生 一」とい う語頭型の地

名 は全 国に極めて例が多い。 「生田 ・生野 ・生坂 ・生島 。生地 ・生谷 ・生名 」な

どであ るが,困 ったことに,こ れ らが すべて 「イク」 と読 まれず 「イキ ・イカ ・

イケ」 と読むの もあ り,「 生(イ ク)」 をすべて同儀 として捉 えに くい。 従 って幾

つかの語源が考え られ ようが,大 部分 は 「生」をイク と読 んでお り,「 生 」の基

本的な解釈だけは許 されよ う。 そこで,「 生田(イ クタ)」 を如何に解釈 す るかは

難 しいのであるが,『 神功紀 』に 「広田 ・生田 ・長田」の三社 を列記 してい ると

ころに第一 の解明の手がか りがあ りそうである。つ まり,広 田 ・長 田 と同 じよう

に生田の 「イク」は形容詞 であ るこ とにほぼ間違いはない。 ところで,「 イク」

な る形容 詞は古語に存在 しないで,何 かの音の転化であろうと考 える必要がある。

『和名抄 』の中に讃岐国多度郡に生野郷が あ り,こ れに 「イカノ」 とい う訓注が

あ る。 これが第二の手がか りであって,先 に もふれたように 「生」にはい ろいろ

読 み方があ るが,古 文献に限 ると 「イク ・イカ」に限 られ る。従 って,「 イカ→

イク」の転化 と考えてみ る必要 がある。 しか らば 「イカ」 とは何か。 『岩波古語

辞典』に よると 「イカ(厳 ・重 ・茂)ε2〕 とい うのがあって,「 ④勢 いが盛 んであ

る。植物 の繁茂 にいうことが多い。② 立派 でおごそかである。③鋭 く強い。④ は

なはだ しくて大変であるJな どの意がある。① ～④ から地名に用い られ そうなの

は ① ぐらいであろうが,② の意 も注 目せねばな らない。rrSm功 紀 』は神話化 きれ

た中にあっての 「広 田 ・生 田 ・長潤 」の命名か と察せ られ,い ずれ も,大 きく広

い,立 派 な田の意 として共通す る地名 であ る。皇祖 による佳名 として共通す る地

名 であろ うか ら,生 田は 「イカタ」 の転化 と考えたいのである。 『祝詞』の祈年

祭 に 「八束穂 のイカレ穂 に皇神 たちの依 さし奉 らば」とい うのあ り,こ の 「イカ

レ穂」 とはよ く実 った穂の ことで,「 広 し,厳 し,長 し」という同系の形容詞 とし
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て捉 えるな らば,「 広田 ・生田 ・長田 」並列の地名の名儀 も納 得 され るのではあ

るまいか。結論 として,生 田神 社の 「生田」とは 「よ く実 った田」としてお きた

い。地名一般論からす れば,「 生一」の多 くは,「 よく植物が繁茂 したる」とい

う形容詞であろうと解釈したい。兵庫県 「朝来郡生野(イ クノ)町 の周辺には見

事な樹林帯が多 く,古 くか ら埴生 の豊かな原野であったろ う星以 上によって,「生

田(イ クタ)」 は 「イカタ」の転化であろ う。

(4)舞 子(マ イ コ)名 儀論

舞子 について,『 酉摂大観 ・郡部』に 厂① 平椙国清盛又 は行乎郷此地 の風光を

愛 して,臼 砂 青松の浜辺4Z児 女 をして舞曲 をなさしめたるに起 る。② 此辺潮水の

回 ひ込 む処なるを以 て回ひ込みの浜 とい う。③ 古歌の(播 磨 なる舞子の浜の乙女

らが立舞 ふ袖のすず しく も見 ゆ)と いへるに基 く。 ④ 或僧 侶堕落 して此地 に来 り

常 に松 樹を削 りて器を作 り,又 土器 を焼 きて茶碗等をひさぎ,傍 ら女児に舞 を教

ゆるを内職せ り,故 に舞子の浜 と呼羅 」な どの説が あげ られ てい る。 しか も,

舞 子の地名 は元文(1739年)以 後の ものであるという。 この ような新 しい地名で

名儀が明 らかでないのが不思議 だが,全 国で 厂舞 」のつ く地名 は霞森県か ら九州

まであ り,「 舞戸 。舞川 。舞谷 ・舞鶴 ・舞子 ・舞立 ・舞ケ辻 。舞中島」な ど種類

が多 く,ま た 「米(マ イ)」 の地名の多 くもこれ らと同儀 が多いか と思われ る。

ただ,注 意せねばな らぬのは東北北部 にある語尾型地名 の 「一マイ(米 ・舞)」

はアイヌ語地名 の可能性が強 く,区 別せねばな らないことであろ う。西 日本 にお

いては 「舞 一」 も「一 舞 」 も比較的成立の新 しい目本語地 名 とみて誤 りはないよ

うである。 さて,先 の諸説の中 で,舞 姫 と関連 づけた文学 的解釈 で 「舞チ」の地

名が成立 した可能性はあま りに も乏 しい。 多 くの 「舞」なる地名 は極めて厳 しい

環境 に立地 し,舞 姫の舞台 にふ さわ しい場所 はあま りに も少ないの である。 この

申で,② の潮流が舞 い込 む とい うのが最 も現実的であり,郷 土史家の多 くは この

説 を支持す るよ うである。 た しかに,愛 媛県佐田岬 の先 に 「見舞崎 」とい うのが

あって,潮 流 と関係 した 厂水舞崎」であろ うと思われ る。 しか し,「 舞f」 なる

地名は,図(E)で 知 られ るよ うに,内 陸の河川 の蛇行す る部分に もある。 そこで

論者は,海 水が舞い込 むより陸地の形状に関係 した地名 だろうと拷えたい。 さて,

「舞(マ イ)」 は 「廻(マ ハリ)」 と同様 であって,「 大 きく迂 回す る。 くるくる廻

る。」とい う意であって,地 名の 命名か らは 厂dh(マ ガ リ)」 と大差はない ようで

あ る。 図(A・B)で 知 られ るよ うに,「 舞 」なる地名の 多 くは 誇しいメアンダー

を示す河谷 にある。中には,図(D)の よ うに吉野川がゆっくり人 きく迂回 したと
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ころ に もみ られ る。 そこで神戸 の舞子 であ るが,図(C)の 舞 子浜が有名 である

が,も と もとどのあた りが地名 の発生 源かはっきりしない。 このあた りは,垂 水

村大字山田村字舞子であるが,し てみ ると山田川の下流の蛇行部分が舞子坂 とな

ってお り,河 川の蛇行付近か ら成立 した可能性 が強い。前面の海岸 は,古 くは山
2a>

田 の浦 と呼ばれ,『 播磨鑑 』では 「舞子浜は山田の浦」とあ り,山 田川 の河 口付

近 も示 しているよ うであ る。 もっと広 くとれば,図(C)で 知 られるように,明

石か ら垂水 にか けて陸地が大 きく曲線を画いて突出 してお り,こ のよ うな地形 を

「舞 」 とい ったか も知れないが,他 の諸例か ら山田川 の一部 の地域 を 厂舞 子」と

呼んだ も・のであろう。潮流 の舞 う浜辺 とい うの ももっと もであるが,一 般的 には

図.地名r」 の抛 詠 醐 魑 岔鑞 ・

A「 手 結1(高 知3号)C「 須 磨 」(和 歌 山13号)

B「 桜 谷J(剣 山10号)D「 脇町 」(徳 島16号)
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内 陸 の河川 や谷の屈曲の著 しい ところを 「舞(マ イ)」 と呼んでお り,潮 流説 には

従 い難 い。

3.付 論

(1}ウ ズ モ リ(渦 森 ・渦ケ森)〔 東灘区〕

これ を京都や大阪dzあ る太秦(ウ ズマサ)の 転化 とす る考 えが強いが,ど うで

あ ろうか。 あま りに も谷 の奥 まった山谷に立地 し到底納得 で きない。 ウズマサと

は秦(ハ タ),つ ま り朝鮮半島の新羅 あた りか らの古代渡来人 の居住地 であ るが,

弥 生式時代以前 まで さかのぼれば ともか く,古 墳時代か ら奈良朝 にかけての渡来

人(特 に近畿周辺では天皇氏 に仕える帰化人 として)の 居住地 は,も っと生産性

の ある平地に面 した ところに立地す る。 これは,ウ ズ(渦 。宇津 ・埋)や ウツ(宇

津 。現)・ ウ ト(宇 戸 ・宇都)・ ウチ(内)な どと関係す る地形的名称 と思われ る。

谷の入 りこんだ ところで,ウ チモリ(内 森)の 如 きであろう。

② ミカゲ(御 影)〔 東灘区〕

ミカゲ(御 影 ・神影 ・花 崗)な る地名の立地は一定 しない。 どうも自然地名 と

い うより文化地名 らしい。 この あた りにいた豪族凡河内氏 の祭 る 「天之御影 命」

と関係す るとい うが,御 影 町には天神社が残 り,同 じ北区に もミカゲ(神 影)町

が あって,近 くに神田なる地名があ る。 また,金 沢市の神 田町に隣接 して,や は

り御影町があ る。なお,『 延喜式神名帳」 に 「弥加宜(ミ カゲ 〉社 」が京都府舞

鶴市志楽にある。吉田東伍 の 『地名辞書」では 「息長系丹 波道主王,彦 坐王は淡

海 の天之御影神 」云々が あ225)doこの あた りは論者は素人 であ るか ら,史 家の研究

にゆだねたい。 いずれにして も,「 御影 」は神名 と関係 した地名 であろ う。

(3)ア マ ギ(天 城通)〔 灘 区〕
zs>

川 辺 賢武 による甘味料の とれ る木 とい うアマキ(甘 木)説 と,福 原会下山人の
27)

ア マ シキ(天 城 → 天敷)説 が 対立す る。 アマシキ とは野 に対 して山の手の アマ

(天),シ キ(磯 城 ・敷)は 神 を祭 る場 ζいう。甘木説は新味があ って興味深いが,

甘木 とい う木がは っき りしない。 「アマ」には 「天 ・尼 ・雨 ・海士」な ど当て字

も多けれ ば地名例 も著 しく多い。論者 もまだ整理 し得ないが,山 麓 の場合 は,ア

マ(天),つ ま り上の方,高 い方 とい う意が強い。 アマシキ(天 敷)説 をその まま

受け入れ ることはで きないが,こ の方がよ り合理的 な解釈 である。福岡県の甘木

市 も山麓 にあり,上 の方の土地 とか集落 とい う意がよ り合理的に思 える。



48

(41サ ビエ(佐 比江)〔 兵庫区〕 とスサ(須 佐)の 入江 〔兵庫区〕

『西摂大観 』には 「佐比江の佐比 は須往備の意義 である,西 の入江 を須佐 とい

ひ東の人江を佐備 といふのは同 じ対照である」とし,須 佐 とはアレ(荒)ス サブ

とい う。 須佐の入江は 『万葉集(2751)』 に 「渚沙の入江」 としてみえる古地名

であるが,多 くはスサ ノオノ ミコ トと関係 づけた解 釈である。 スサノオノ ミコ ト
28)

の 「スサ」 と 「スサ(荒)び 」 は同 じ意味 であ るが,こ れがそのまa地 名化 した

ことは疑わ しい。 厂スサ」 とい う地名は少 な く,島 根県の須佐神社 を除 くと,山

口 ・兵庫 ・愛知の 「須佐」は,い ずれ も湾入 した海岸 に立地 し,和 歌山県の周参

見(ス サ ミ)も 湾入海岸にあ る。 川辺賢武によると,「 スサ(洲 砂)」 の意 として
29)

い るが,少 くともスサの 「ス」は洲の可能性が強い。佐比江の 「サ ビ」は,川 辺
30)

に よれば 厂サへ(塞)」 の転化で,塞 の神 を祭 ったところ としている。 しか しな

が ら,「 サへ ・サイ」が 「サ ビ」に転 化 した例がはっ きりせず,む しろ 『西摂大

観 』に よる 「スサ ビ」 とほぼ同儀の 「サ ビ(荒 ・寂)」 と考え,厂 荒涼た る淋 しい

入江 」あったか ら地名化 したか も知れない。

(5}オ オ ゾウ(大 沢)〔 北区〕

『神戸の町名』によれば,厂 八多の大蔵山奥蔵寺 と関連 づけて起源を説 く人 も

あるが,一 方 でソウレ ・ソ と同 じく切替畑 とする人 もある。 いくらで も説は立て

られるだろ うが,大 きな沢があ ったとす るが現在では,最 も納得 しやすいのでは
30)

な いか」としてい る。 しか し論 者は,ソ ・ソウ ・ソウレの焼畑(切 替畑)説 を と

らざるをえない。 「大沢」をオオサ ワと読み,し か もそのよ うな地形にあれば納

得で きるが,北 区大沢町 はな るほ ど谷沢の地形 にみ えるが,小 河川の最 上流部 で

しか も傾斜地 である。今 日の大沢部落は上流に溜池 を作って水田化 した ところで,

水 利の悪い当初は畑 であったと考 えねばな らない。 近 くの美嚢郡吉川町 に も「大

沢(オ オソ)」 とい う集落があ り,谷 筋であるが集落は傾斜地 に立地す る。(2万

5千 万1地 形図 「三田」参照。)こ のよ うに 「大沢」をともに 「オオソ ・オオゾ

ウ」 と呼び,「 オオサ ワ」 と呼ばないのは,そ れが転化 したの ではな く,も とか

ら「オオソ ・オオゾウ」であって,「 大沢 」とい う当て字を用いたに過 ぎない。
32)す

で に論者 が示 したよ うに,「 谷」 と「沢 」は親不知一 桑名線 で対立分布 し,西

日本での 「サワ(沢)」 は渓谷 としてでな く,池 塘 ・低湿地の意 として用 い られ,

決 して河川の上流の山地斜面には存在 しない。 西 日本 一帯には 「大沢 ・大 曽 ・大

僧 ・大草」なる地名が 山地斜面に多 く,東 日本に多い 「オオ ゾウ リ(大 草里 ・大

沢 里 ・大草履 ・大雑里)」 や 「オオゾウレン(大 草連 ・大蔵連)」 及び 「ソウリ(草
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里 ・双里 。雑里 ・相里 〉」な どと対応す る焼畑地名にほかな らない。

(6}カ ラ ト(唐 櫃)〔 北 区〕とコヤガバヤシ(駒 ケ林)〔 長田区〕

有野町の唐櫃について 「神戸 の町名』は,「 諸説があ るが唐人(カ ラヒト)の 居
33)

住地 で あった説 は捨 て難い」 とし,古 くか ら唐櫃(カ ラビッ)が あった説 を否定

す る。 「カラ ト(唐 櫃 。唐戸)」 な る地名は,東 北か ら九州まで分布 し,河 川の上

流 や,小 河川のほ とり,水 の乏 しい島な どにあ り,詳 論 は控 えるが 「カレト(枯

戸)」 の転化 とするほかはなく,「 唐(カ ラ)」 をす ぐ渡来人 の 「カラ(韓 ・加羅)」

と結 びつけ るのはつつしまねばな らない。韓国 とい う古社名が あることだか ら,

「唐 一 」な る地名の一部に韓人 と結 びつ く面 もあろうが,多 くは韓人 とは無関係

で あろ う。有野町唐櫃は六 甲山北麓の有野川最上流部で,花 崗岩の崩土の堆積 し

た ところの小河谷で水枯れ を生 じやすい。扇状地の河川の伏流 しやす い ところに

もこうした地名(岩 手県北上 市唐戸崎)が あり,こ の 「カラ(唐)」 は 「カレ(枯)」

とみるのである。 囿 じよう4L,長 田 区の駒 ケ林晦の 「駒 」を 「高麗(コ マ)」 と

し,渡 来人 とす る説 も付会 に過 ぎない。 これについて,『 神戸 の町名』が,「 コ

マは河間,ま たは入 り込んだ地形を示す古語 」と説明す るのは正 しいpも と,妙

法寺川 の分流が あった河間 とす るのが正 しいよ うで,占 くは 「小馬(コ ウマ)」

と呼ぶ島 があったのであれば,「 カハマ(河 間)」 が 「コウマ→ コマ」 と転化 し

た ことになろ う。神戸市 で渡来人に関係あ りそうな地名 としては,北 区八多(ハ

タ)町 であろう。 『和名抄』の 「幡多郡」であ り,古 地名の 「幡多 ・波多 ・幡太 ・
34)

波 太 ・秦 」な どは近畿地方 を中心 とす る分布であ り,そ の一部は最近,金 達寿 。

段熙纛姦 どによっz明 らかに されつつあ るが,不 用意に 「駒 ・白木 ・白城 ・唐 ・

畑 」な どの地名 を,「 コマ(高 句麗)。 シラキ(新 羅)・ カラ(韓)・ ハタ(秦)」 な

どと渡来地名に当てることを慎 しまねばな らない ことを強調 して本稿を終 りたい。

(注)

① 神戸新聞社編(1975):神 戸の町名。のじぎく文摩

(2)福 原潜次郎(1911):神 戸市地名考,西 摂大観 下巻

(3}福 原会下山人(1967):神 戸市内町名由来記 上中'F3巻

(4)落 合重信(1969):神 戸町名解説粗稿,歴 史と神戸 第8巻 別lll}i

(5)川 辺賢武(1973):神 戸の町名物語,神 戸史談233号

〔6)例 えば川辺賢武の1神 戸のぐ天城〉の地名について(神 戸史談228号)」 や落合重信

の「川の合流点の地名学的考察(人 文地理16-5)」 な どがある。
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